
１．件名：「原子力発電所の高経年化技術評価等に係る審査会合への対応について(柏崎

刈羽２号炉)」 

２．日時：令和元年１２月１９日 １４時３０分～１４時５０分 

３．場所：原子力規制庁 ９階Ａ会議室 

４．出席者： 

原子力規制庁 

原子力規制部審査グループ 実用炉審査部門 

藤森安全管理調査官、塚部管理官補佐、西内安全審査専門職、 

島田審査チーム員 

   長官官房技術基盤グループ システム安全研究部門 

    池田上席研究調査官、河野主任研究調査官、小嶋主任研究調査官、 

橋倉技術研究調査官、北條技術研究調査官 

   長官官房技術基盤グループ 地震・津波研究部門 

    鈴木技術参与 

 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 第一保全部長 他１１名 

 

５．要旨 

（１）東京電力ホールディングス株式会社（以下「東京電力」という。）から、本日の

審査会合（第１９回原子力発電所の高経年化技術評価等に係る審査会合 議題１：

柏崎刈羽原子力発電所２号炉の高経年化技術評価について）において議論された事

項の確認があった。 

 

（２）原子力規制庁は、本日の審査会合における議論を踏まえ、引き続き審査を行うこ

と伝えた。 

 

（３）東京電力より、本日の議論を踏まえ引き続き説明していく旨、回答があった。 

 

６．その他 

  提出資料：なし 

 

以上 


